
西の浜から唐津城と鏡山を望む 

 

 

 

 

 

 

梅雨入り間近 －晴耕雨読の生活を愉しむ－ 
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（水面にはさざ波が起こり、晴れの日の湖はまさに美しい） 

（山の景色が雨に煙るのもなかなかのものである） 

これは中国北宋の詩人蘇軾（字は東坡）の詩の一節です。 

もともとこの詩は西湖という広大な湖の美しさをたたえ

たものですが、鏡山に纏う水煙、西の浜や松浦川の水面の様

子は、特にこの時期、梅雨の晴れ間を含めてこの詩を思い出させてくれます。 

青春の一時期に覚え、今なお忘れないフレーズ。音のリズムといい、彷彿させるイメージ

といいとても美しい。皆さんも口ずさんでみてください。きっとそのよさが分かるでしょう。 

さて、間もなく梅雨に入りそうです。しかしこうしてみると雨の季節もなかなか風情があ

るものです。自然の豊かさを愛でつつ、いよいよ本格化した授業を中心とした学校生活に専

念してください。雨の日にはより学問に勤しみ、梅雨晴れ間には外の空気を味わう。なんて

素敵じゃないですか。 

ところで、蘇東坡と言えば、東坡
トンポー

肉
ロウ

。この中華料理なら知っている人も多いでしょう。い

わゆる豚の角煮です。甘辛く煮込んで柔らかでジューシーな肉料理。実はこれは蘇軾に由来

する食べ物です。どういうエピソードがあるか、興味がある人は調べてみてください。 
 

栄冠はすでに君に輝いている －高校総体県大会終了－ 

5 月 27 日から 29 日にかけて本校から参加する競技・種目の大会が開催されました。県内

各地で熱戦が繰り広げられ、私も可能な限り応援に行きました。出場した

選手の皆さん、お疲れ様。それぞれの目標に向かって、今持っている力を

全部出し切れたでしょうか。 

おそらく出場した人には不安や緊張があったはず。しかし、経験則で言

えば、心配しているほど不安は現実にならないし、起きたとしても大した

問題ではありません。結局は目の前のことに集

中し、ベクトルを自分に向けてできることを積

み重ねていくしかないのです。 

失敗しない人はいないし、挫折を経験しない人はいない。要はそ

こからどう改善してどう成長につなげるか。 

それぞれの県大会が終わりました。その総括をするのは自分自
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【６月前半の主な行事】 

６月２日（木）内科検診（1年）・進路講演会（2年）スクールカウンセラー（午前） 

３日（金）内科検診（1年）・英検 

４日（土）チャレンジセミナー（全学年）      ５日（日）看護系模試   

６日（月）進路講演会・放課後特課開始（3年） 

７日（火）歯科検診（3年）・キャリア教育（2年）  ９日（木）内科検診（2年） 

１０日（金）公務員講座（3年）・内科検診（2年） 

１１日（土）進研共通テスト模試（１２日（日）まで）（3年） 

１３日（月）眼科検診（1年・3年） 

１４日（火）歯科検診（1年）・進路ガイダンス（2・3年）・ハナコフェア（全学年） 

東京五輪で座礼する高藤直寿選手（デイリーHP） 

 

山﨑晧斗生徒会長
が鬼塚小学校で行
われる“ハナコ祭
り”に際し「愛と勇
気」の内容をメッセ
ージとして送って
くれました。 

準備に集まる高校生 佐賀新聞 5月 18日 

身です。それぞれの立場でそれぞれの栄冠がすでに輝いています。その輝きぶりを自分の言

葉で整理したうえで次のステップに進んでください。 
 

マナーは愛 －登校坂でのあいさつに思う－ 

「LOVE」という英語が日本に入ってきた時、当時の人は「愛」とは訳しませんでした。「ご

大切」と訳したそうです。 

このことに関連して、新渡戸稲造は著書『武士道』の中で「マナーは愛」と語っています。

真の礼儀とは自分を大切にするように他者を大切に思う思いやりの心だ、だからマナーは愛

だというのです。 

ところで、登校坂を通る時、すれ違ったり、私が追い越したり

する生徒がいます。彼ら・彼女らはその時いったん立ち止まり、

車に向かってお辞儀をしてくれます。 

初めてこの風景に接した時、とても驚きました。所作が美し

いし心洗われる気持ちになりました。これは先生方がそう指導

しているのではなく、先輩たちが後輩たちに身をもって示して

きた伝統なのだと聞きました。すごい西高。改めていい学校に来たと思いました。 

そういえば、前任校では校門を通る時、一礼する生徒と教職員が一定数いました。 

いずれも自分を高めるいい習慣だと思います。（写真はイメージです。） 

 

高校生ボランティア活躍 －KSC大盛況－ 

波戸岬海浜公園で 28日（土）～29日（日）の両日キャンプと音楽フェスを融合した Karatsu 

Seaside Camp(KSC)が大々的に開催されました。そこに高校生や市民のボランティアが参画

し、本校からも 30名ほどが参加しています。 

九州で初めてのキャンプフェス。運営に関する調整や PRに奔

走し、当日は車の誘導、舞台の裏方補助など、盛り上げ役とし

て一役買ってくれました。 

イベントには奥田民生など 16 組の有名なアーティストが出

演し、2日間で 4700人が訪れたとのこと。 

参加者の一人は「暑くて大変でした」と疲れを漏らしていましたが表情からは充実感が伝

わってきました。唐津をアピールできる大きなイベントにボランティアとして参加できたこ

とにはとても意義深いものがあると感じます。 

  

 

 

 

 

 


